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太
田　

梨
紗
子

は
じ
め
に

兵
庫
県
香
住
に
あ
る
高
野
山
真
言
宗
の
亀
居
山
大
乗
寺
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
円
山
応
挙

（
一
七
三
三
―
一
七
九
五
）
と
そ
の
一
門
が
客
殿
に
障
壁
画
を
制
作
し
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
乗
寺
に
は
障
壁
画
以
外
に
も
屏
風
や
衝
立
と
い
っ
た
数
々
の
絵
画
作

品
や
円
山
派
と
の
関
係
を
示
す
文
書
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
大
乗
寺
文
書
に
つ
い
て

は
『
国
華
』
第
九
四
五
号
で
河
野
元
昭
氏
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る1

。
ま
た
、
客
殿
に
隣

接
す
る
建
物
が
解
体
さ
れ
た
際
に
襖
の
下
貼
か
ら
相
当
数
の
文
書
断
簡
が
発
見
さ
れ
、
そ
の

資
料
を
佐
々
木
丞
平
氏
が
『
国
華
』
第
一
二
〇
五
号
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た2

。
こ
れ
ら
の
文

書
は
書
き
手
が
分
か
る
も
の
か
ら
筆
者
不
詳
の
も
の
、
明
確
に
絵
画
作
品
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
か
ら
断
片
的
で
意
味
内
容
の
と
れ
な
い
も
の
ま
で
非
常
に
多
岐
に
亘
る
が
、
大
乗
寺
再

建
の
沿
革
や
円
山
派
一
門
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
十
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
香
美
町
教
育
委
員
会
及
び
神

戸
大
学
が
大
乗
寺
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
三
日
間
の
調
査
に
お
い
て
、
筆
者
が
見
出
し
た

大
乗
寺
再
建
及
び
円
山
派
に
関
す
る
計
十
二
点
の
資
料
の
翻
刻
並
び
に
そ
の
考
察
を
試
み
る

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
十
二
点
の
う
ち
十
一
点
ま
で
は
佐
々
木
氏
が
紹
介
さ
れ
た
下
貼
資
料

群
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
が
、
残
り
一
点
の
書
状
は
大
乗
寺
伝
来
の
大
般
若
経
に
挟
み
込
ま

れ
て
い
た
。

一
、
大
乗
寺
の
再
建
に
つ
い
て

大
乗
寺
の
再
建
に
関
し
て
は
、
佐
々
木
氏
が
発
見
さ
れ
た
証
文
に
よ
っ
て
天
明
六

（
一
七
八
六
）
年
七
月
に
正
式
に
再
建
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る3

。
証

文
は
宗
門
奉
行
處
に
提
出
す
る
た
め
の
案
文
か
控
え
と
考
え
ら
れ
、
大
乗
寺
が
無
住
で
あ
っ

た
こ
と
、
密
英
上
人
（
一
七
五
三
―
一
八
〇
二
）
が
再
建
に
乗
り
出
し
た
こ
と
が
佐
々
木
氏

の
資
料
紹
介
に
よ
り
判
明
し
た
。
今
回
の
新
出
資
料
①
は
そ
の
後
の
再
建
活
動
の
過
程
を
示

す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
口
上
之
覚
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
①
も
ま
た
宗
門
奉
行
處
へ

願
い
出
た
内
容
の
案
文
か
控
え
で
あ
ろ
う
。
筆
跡
か
ら
も
密
英
上
人
の
も
の
と
分
か
る
。
文

意
を
く
み
取
る
と
、
去
年
大
乗
寺
再
建
の
許
可
が
お
り
、
再
建
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
来
年

の
正
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
所
有
林
の
松
を
伐
採
し
た
い
と
密
英
上
人
が
申
し
出
て
い
る
。

天
明
七
年
十
二
月
と
日
付
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
が
前
出
の
証
文
に
連
な
る
資
料
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
木
下
知
威
氏
は
、
大
乗
寺
客
殿
は
棟
札
か
ら
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年

三
月
十
六
日
に
豊
岡
の
彦
四
郎
を
後
見
に
但
馬
地
方
の
大
工
ら
に
よ
っ
て
建
造
が
始
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
時
の
建
設
が
新
た
に
客
殿
を
立
て
直
し
た
と
い
う
こ
と
を
指

す
の
か
、
天
明
六
年
か
ら
の
密
英
上
人
の
造
営
活
動
に
続
く
行
為
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は

そ
の
両
方
と
い
っ
た
三
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る4

。
佐
々
木
氏
が
言
及
し
て
い
る
よ
う

に
、
無
住
と
あ
る
こ
と
か
ら
建
物
自
体
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
松
木
五
十

本
も
の
伐
採
は
新
た
に
土
地
を
切
り
開
く
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
建
築
資
材
の
調
達
の
た
め

だ
と
み
な
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か5

。
そ
う
な
る
と
、
再
建
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た

時
期
は
寛
政
年
間
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
再
建
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
天
明
八
年
の
大
火
に
よ
る
襖
絵
制
作
の
遅
れ
も
考
慮
す
る
と
、
寛
政
六
年
の
客
殿
の
再

建
は
密
英
上
人
の
造
営
活
動
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
荒
廃
し
た
建
物
の
再
建
と
み
な
す
の

が
自
然
だ
ろ
う
。

ま
た
、
新
出
資
料
⑤
〜
⑨
は
図
面
資
料
で
あ
り
、
記
さ
れ
て
い
る
間
取
り
や
襖
の
枚
数
等

は
河
野
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
古
図
と
比
較
す
る
と
お
お
む
ね
合
致
す
る
も
の
の
、
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食
い
違
う
点
も
存
在
す
る6

。
例
え
ば
、
資
料
⑨
（e-2

）
の
「
内
佛
」
周
辺
の
間
取
り
と
、
古

図
の
「
内
佛
」
周
辺
の
間
取
り
は
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
し
、資
料
⑤
（a

）
の
「
寝
蔵
奥
部
屋
」

も
、
古
図
の
「
寝
蔵
奥
部
屋
」
と
様
子
が
異
な
る
（
資
料
⑤
（a

）
は
二
階
の
間
取
り
を
指
す

可
能
性
も
あ
る
）。
古
図
の
制
作
時
期
は
木
下
氏
に
よ
っ
て
天
明
七
年
八
月
以
前
の
制
作
と
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、こ
れ
ら
図
面
資
料
の
書
か
れ
た
時
期
は
詳
ら
か
で
は
な
い7

。
し
か
し
、

資
料
⑨
（e-1

）
に
は
「
此
分
去
冬
／
出
来
／
先
生
画
／
行
山
水
」
と
あ
る
。
山
水
の
間
の
完

成
時
期
は
天
明
七
年
十
二
月
な
の
で
、
こ
の
図
面
に
関
し
て
は
天
明
八
年
一
月
以
降
に
書
か

れ
た
も
の
で
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
客
殿
の
再
建
が
寛
政
期
に
入
る
の
で

あ
れ
ば
、
走
り
書
き
で
筆
者
を
密
英
上
人
と
特
定
出
来
か
ね
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
図
面
は

再
建
に
あ
た
っ
て
の
間
取
り
の
案
か
控
え
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
存
在
だ
け
が
伝
え
ら
れ
る
応
挙
筆
の
二
十
五
畳
の
雪
の
間
だ
が
、
前
住
職
の
長
谷

部
琢
道
上
人
に
よ
る
『
大
乗
寺
歴
代
記
備
忘
』
の
記
述
や
古
図
と
比
較
し
て
資
料
⑨
（e-2

）

の
「
東
坡
雪
中　

出
来
」
と
あ
る
間
が
そ
の
部
屋
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い8

。

二
、
客
殿
障
壁
画
制
作
に
つ
い
て

大
乗
寺
の
客
殿
障
壁
画
は
お
お
ま
か
に
分
け
る
と
天
明
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
そ
し

て
寛
政
七
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
今
回
の
新
出
資
料
②
と
、
お
そ
ら
く
資
料
⑨

は
天
明
の
大
火
以
後
に
寛
政
期
の
障
壁
画
に
つ
い
て
書
き
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
②

は
「
新
調　

襖
衝
立
／
二
枚
折
屏
風
／
附
画
牋
紙
代
銀
」
と
最
初
に
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
や

そ
の
内
容
か
ら
、
新
し
く
襖
絵
と
屏
風
を
注
文
し
た
際
の
覚
書
と
考
え
ら
れ
る9

。
資
料
②
を

み
て
い
く
と
、「
玉
臺
方
二
而
焼
失
之
由
承
之
／
候
故
各
為
料
今
般
指
上
之
候
」
と
あ
る
。
そ

の
す
ぐ
左
に
天
明
の
大
火
で
焼
失
し
描
き
直
さ
れ
た
孔
雀
の
間
を
指
す
「
佛
前
間
」
の
画
牋

紙
代
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
玉
臺
」
が
天
皇
の
い
る
京
都
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
こ
の
一
文
は
天
明
の
大
火
で
制
作
中
の
障
壁
画
が
焼
失
し
た
こ
と
を
知
り
、
新
た
に
描

き
直
す
た
め
の
画
料
を
渡
す
旨
を
示
し
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る10

。
さ
ら
に
、
既

出
の
大
乗
寺
文
書
に
「
一　

銀
百
目
／
右
ハ
二
間
分
畫
牋
紙
幷
裏
打
仕
有
之
候
處
／
類
燒
仕

候
ニ
付
以
御
思
召
被
遣
候
段
承
度
仕
候
／
尚
皆
出
來
之
上
二
遍
目
書
付
可
入
御
覧
候
」
と
記

さ
れ
た
円
山
応
瑞
（
一
七
六
六
―
一
八
二
九
）
の
金
銭
授
受
に
つ
い
て
の
覚
書
が
あ
る11
（
以
下

こ
の
覚
書
を
紹
介
時
の
通
し
番
号
か
ら
覚
（
五
）
と
呼
称
す
る
）。
こ
の
覚
（
五
）
に
記
さ
れ

た
類
焼
を
河
野
氏
は
天
明
の
大
火
で
は
な
い
と
否
定
し
た
が
、
後
に
佐
々
木
氏
が
新
た
に
発

見
さ
れ
た
文
書
を
も
と
に
天
明
の
大
火
を
指
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る12

。
さ
ら
に
、
覚

（
五
）
に
記
さ
れ
た
金
額
部
分
を
引
用
抜
粋
す
る
。

一　

銀
五
枚
／
一　

同
貮
枚
／
一　

同
三
拾
匁
／
已
上　

主
水
江
被
下
候
條
／
一　

銀
百

目
／
右
ハ
二
間
分
畫
牋
紙
幷
裏
打
仕
有
之
候
處
／
類
燒
仕
候
ニ
付
以
御
思
召
被
遣
候
段
承
度

仕
候
／
尚
皆
出
來
之
上
二
遍
目
書
付
可
入
御
覧
候
／
一　

四
十
四
匁　

後
學
文
所
／
紙
代
／

一　

六
拾
匁
衝
立
兩
面
紙
／
金
箔
代
之
内
渡
／
一　

同　

右
近
相
認
衝
立
／　

二
枚
折
畫
料

／
一　

十
六
匁　

同
紙
代
／
六
百
十
壹
匁
／
一　

六
百
目　

藤
五
郎
／
一　

小
包
壹　

藤
竹

郎
／
一　

九
拾
匁　

呉
氏
／
一　

五
十
三
匁　

同
紙
代
／
一　

六
拾
匁　

駒
井
／
一　

四
拾

匁　

同
紙
代
／
一　

九
拾
匁　

長
澤
／
一　

五
拾
匁
／
紙
代
／
一　

十
五
匁　

扇
箱
代
／
〆

九
百
九
十
八
匁
／
外
ニ
小
包
壹
ツ

（
河
野
元
昭
「
大
乗
寺
円
山
派
関
係
文
書
」
よ
り
覚
（
五
）、『
国
華
』
第
九
四
五
号
、七
七
頁
）

こ
の
金
額
と
資
料
②
に
記
さ
れ
た
金
額
を
見
比
べ
る
と
、
値
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
さ
ら
に

資
料
②
に
は
絵
師
の
名
前
だ
け
で
な
く
、
源
琦
（
一
七
四
七
―
一
七
九
七
）
の
鴨
の
間
、
長

沢
芦
雪
（
一
七
五
四
―
一
七
九
九
）
の
猿
の
間
で
あ
ろ
う
「
源
琦
」「
老
梅
鴛
鴦
ノ
間
」、「
芦
雪
」

「
四
季
海
邊
猿
」
と
画
題
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
覚
（
五
）
の
画
料
が
障
壁
画
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
、同
時
に
注
文
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
障
壁
画
だ
け
で
な
く
、

「
○
同　

三
十
目　

應
瑞
々
々
／
衝
立
一
面　

鶏
一
番
ひ
」
は
現
在
も
大
乗
寺
に
伝
わ
る
応
瑞

筆
「
鶏
図
」
衝
立
（
紙
本
金
地
着
色
）、
お
そ
ら
く
「
白
張
二
枚
折
一
双
／
○
同
三
十
目　

正

勤
々
々
」、「
○
十
六
匁　

正
勤
／
同
二
枚
折
一
双
分
四
枚
代
」も
源
正
勤
筆「
子
猷
訪
戴
図
」「
帰

去
来
図
」（
紙
本
着
色
・
大
乗
寺
蔵
）
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
寛
政
期
の
大
乗
寺
障
壁
画
と

併
せ
て
注
文
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る13

。
学
文
所
の
紙
代
四
十
四
匁
は
、「
四
季
墨
画
竹
」
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の
画
牋
紙
十
三
枚
代
に
違
い
な
い
。
こ
の
「
四
季
墨
画
竹
」
は
現
在
行
方
不
明
に
な
っ
て
い

る
竹
の
間
の
障
壁
画
の
こ
と
だ
ろ
う
。
田
島
志
編
『
真
美
大
観
』
第
十
四
巻
（
日
本
真
美
協
会
、

明
治
四
〇
〔
一
九
〇
一
〕
年
）
に
「
寛
政
五
年
初
秋
の
作
に
係
る
竹
之
間
等
の
障
壁
画
あ
り
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
落
款
か
ら
記
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
資
料

②
の
書
か
れ
た
時
期
は
文
面
か
ら
天
明
大
火
直
後
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
下
限
と
し
て
は
寛

政
五
年
初
秋
以
前
と
み
な
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
新
出
資
料
②
で
は
特
筆
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
一
つ
目
は
芭
蕉

の
間
に
つ
い
て
で
あ
る
。
覚
（
五
）
に
は
二
間
分
の
襖
絵
が
裏
打
ま
で
施
さ
れ
て
い
た
が
焼

失
し
て
し
ま
い
、
そ
の
代
金
と
し
て
銀
百
目
を
受
け
取
っ
た
の
で
二
度
目
を
描
く
と
記
さ
れ

て
い
る
。
佐
々
木
氏
は
こ
れ
を
孔
雀
の
間
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
応
挙
の
書
簡
と
そ
の
絵
画

様
式
か
ら
芭
蕉
の
間
を
こ
の
二
間
分
に
含
ま
ず
、
天
明
八
年
一
月
の
完
成
と
推
定
し
て
い
る14

。

し
か
し
、
資
料
②
を
見
て
み
る
と
、
画
牋
紙
代
の
百
目
の
下
に
「
佛
前
間
」
に
並
ん
で
「
次

ノ
間
」
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
次
ノ
間
」
は
資
料
⑨
（e-1
）
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
、
芭
蕉

の
間
を
意
味
し
て
い
る
。
さ
ら
に
資
料
⑨
（e-1

）
に
は
「
此
分
去
冬
／
出
来
／
先
生
画
／
行

山
水
」、「
此
間
／
呉
春
子
／
山
水
出
来
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、孔
雀
の
間
、次
の
間
に
は
「
出

来
」
と
い
う
文
字
は
表
れ
て
い
な
い
。
山
水
の
間
の
襖
絵
が
送
ら
れ
た
後
、
芭
蕉
の
間
の
襖

絵
が
送
ら
れ
る
前
に
書
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
資
料
②
の
内
容
と
合
わ
せ
る
と
そ
の

可
能
性
は
低
い
。
で
は
、
絵
画
様
式
の
問
題
と
な
る
が
、
大
乗
寺
の
「
郭
子
儀
図
」
に
は
同

一
図
様
の
粉
本
と
作
品
が
あ
り
、
応
挙
と
所
縁
の
深
い
植
松
家
に
伝
わ
っ
て
い
た15

。
特
に
粉

本
は
郭
子
儀
だ
け
で
な
く
芭
蕉
の
葉
に
書
き
も
の
を
す
る
童
子
や
扇
を
持
つ
童
子
の
図
様
も

残
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
は
芭
蕉
の
間
襖
絵
の
図
様
と
一
致
す
る
。
佐
々
木
氏
は
、「
郭
子
儀
図
」

粉
本
の
制
作
時
期
を
天
明
八
年
制
作
の
金
剛
寺
所
蔵
「
群
仙
図
」
と
の
墨
線
の
類
似
か
ら
そ

の
前
後
の
時
期
と
推
定
し
て
い
る16

。
そ
の
上
で
、
大
乗
寺
の
芭
蕉
の
間
襖
絵
も
同
一
年
代
に

よ
る
も
の
だ
と
結
論
付
け
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
植
松
家
旧
蔵
の
応
挙
筆
「
郭
子
儀
図
」

（
現
・
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
は
衣
の
色
等
微
細
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
非
常
に
近
似
し

た
形
態
を
示
し
、
や
や
時
代
の
下
る
寛
政
四
年
の
制
作
で
あ
る
。
粉
本
の
性
質
を
考
え
る
と
、

整
理
さ
れ
た
墨
線
は
固
定
化
し
た
結
果
で
あ
り
、
形
式
化
し
た
図
様
に
つ
い
て
そ
の
様
式
か

ら
制
作
年
代
を
詳
細
に
特
定
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
述
の
と
お
り
、

「
郭
子
儀
図
」
だ
け
で
な
く
唐
子
の
粉
本
も
現
存
し
、
さ
ら
に
資
料
か
ら
芭
蕉
の
間
全
体
の
粉

本
が
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
芭
蕉
の
間
は
形
式
化
し
た
図
様
で
あ
り
、

制
作
時
期
が
現
在
唱
え
ら
れ
て
い
る
天
明
八
年
一
月
か
ら
寛
政
期
へ
と
下
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
。
そ
う
な
る
と
、
芭
蕉
の
間
が
再
度
描
き
直
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
、
制
作
さ
れ
た
時

期
は
い
つ
な
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
資
料
③
の
「
先
生
画
料
」
に
は
「
孔
雀
間
」
と
、

お
そ
ら
く
竹
の
間
を
表
す
「
緑
筠
亭
」、
大
乗
寺
に
現
存
し
な
い
「
𢈘
衝
立
」
し
か
記
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
作
品
と
は
時
期
が
異
な
る
と
し
か
現
状
で
は
言
及
し

え
な
い17

。

次
に
注
視
す
べ
き
点
は
、
農
業
の
間
に
つ
い
て
で
あ
る
。
現
在
は
呉
春
（
一
七
五
二
―

一
八
一
一
）
筆
「
四
季
耕
作
図
」
の
襖
絵
が
は
め
ら
れ
て
い
る
が
、
天
明
七
年
の
も
の
と
推

定
さ
れ
る
既
出
の
大
乗
寺
文
書
に
、「
御
襖
花
鳥
之
畫
相
認
候
」「
嶋
田
主
計
頭　

元
直
（
白

文
方
印
）」
と
あ
り
、
佐
々
木
氏
は
こ
の
嶋
田
元
直
（
一
七
三
五
―
一
八
一
九
）
の
花
鳥
画
が

呉
春
の
農
業
の
間
に
あ
た
る
襖
絵
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る18

。
新
出
資
料
②
に
は
「
○
同　

百
弐
目　
　

月
渓
ヽ
ヽ
／
四
季
艸
花　

大
玄
関
見
附
／
或
ハ　

唐
耕
作　

七
ツ
ホ
」
と
あ
り
、

「
月
渓
」「
大
玄
関
見
附
」「
唐
耕
作
」
か
ら
こ
れ
が
現
在
の
農
業
の
間
を
指
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、「
唐
耕
作
」
は
「
大
玄
関
見
附
」
の
「
四
季
艸
花
」
に
対
す
る
別

の
選
択
肢
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
元
来
は
元
直
の
花
鳥
画
が
は
ま
っ
て
い
た
と
す
る
と
、

「
玄
関
見
附
」
の
襖
絵
は
再
度
注
文
さ
れ
、
且
つ
画
題
が
以
前
と
似
た
主
題
で
迷
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
こ
の
資
料
か
ら
分
か
る
。
何
故
元
直
か
ら
変
更
さ
れ
た
か
は
こ
の
資
料
か
ら
読
み
取

る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
結
果
と
し
て
群
山
露
頂
の
間
を
描
い
た
呉
春
に
再
び
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

最
後
に
、
木
下
応
受
（
一
七
七
七
―
一
八
一
五
）
筆
「
遊
亀
図
」
に
つ
い
て
簡
単
に
言

及
し
て
お
き
た
い
。
新
出
の
図
面
資
料
⑦
（c-1

）
に
は
壁
面
絵
画
を
表
し
た
図
と
共
に
「
方

丈
小
壁
／
水
亀
／
社
中
寄
合
画
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
障
壁
画
群
に
寄
合
画
の「
水
亀
」

図
は
存
在
し
な
い
が
、
応
受
筆
の
「
遊
亀
図
」
は
伝
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
遊
亀
図
」

は
実
際
に
方
丈
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寄
合
画
か
ら
応
受
一
人
が
描
く
こ
と
に
変
更
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さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
大
乗
寺
障
壁
画
、
並
び
に
客
殿
の
再
建
は
最
初

か
ら
確
定
し
た
計
画
の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
今
回
の
新
出
資
料
群
か
ら
読
み
と
れ
る
。

三
、
円
山
派
一
門
に
つ
い
て

第
一
章
、
第
二
章
で
は
大
乗
寺
再
建
や
大
乗
寺
客
殿
障
壁
画
を
主
軸
と
し
て
考
察
し
て
き

た
が
、
本
章
で
は
新
出
資
料
か
ら
判
明
し
た
円
山
派
の
実
態
の
一
様
相
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

資
料
②
に
は
「
○
同　

弐
十
目　

蘭
斉
々
々
」、
資
料
②
に
は
「
○
十
六
匁　

蘭
斉
／
白
張
二

枚
折
一
双
四
枚
代
」
と
「
蘭
斉
」
と
い
う
絵
師
に
も
絵
画
の
注
文
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
「
蘭
斉
」
は
、円
山
派
名
簿
と
目
さ
れ
る
大
乗
寺
文
書
に
載
る
「
岸
雅
楽
助
蘭
斎
」

に
間
違
い
な
い
だ
ろ
う19

。
つ
ま
り
は
岸
駒
（
？
〔
一
七
四
九
、一
七
五
六
〕
―
一
八
三
八
）
の

こ
と
で
あ
る
。
他
の
大
乗
寺
文
書
に
も
「
一　

銀
三
十
匁　

岸
雅
楽
助
分
」
と
記
さ
れ
て
い

る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
、
岸
駒
と
応
挙
合
作
の
作
品
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
佐
々
木
氏
は
岸

駒
が
応
挙
一
門
の
画
家
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
い
る20

。
新
出
資
料
②
で
は
岸
駒
が
応
挙
や
そ

の
弟
子
で
あ
る
源
琦
や
芦
雪
、
応
挙
の
子
で
あ
る
応
瑞
た
ち
と
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
は

佐
々
木
氏
が
提
唱
す
る
岸
駒
が
円
山
派
一
門
で
あ
っ
た
と
い
う
説
を
補
強
す
る
重
要
な
証
拠

の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、朝
岡
興
禎
（
一
八
〇
〇
―
一
八
五
六
）
著
『
古
画
備
考
』
の
原
在
中
（
一
七
五
〇

―
一
八
三
七
）
の
項
に
は
、
応
挙
の
没
後
に
応
挙
の
弟
子
で
は
な
い
と
う
そ
ぶ
く
原
在
中
に

岸
駒
が
怒
り
、
応
瑞
に
門
人
帳
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
入
門
の
名
簿
に
在
中
の
名
前

が
載
っ
て
い
た
と
い
う
逸
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
在
中
が
応
挙
の
弟
子
で
あ
る
か
ど
う
か
は
現
状
で
は
解
明
で
き
て
い
な
い
。
寛

政
期
御
所
造
営
の
願
書
に
は
在
中
は
「
円
山
主
水
弟
子
」
と
あ
り
、
大
乗
寺
文
書
の
円
山
派

名
簿
に
も
原
在
中
の
名
は
載
っ
て
い
る21

。
し
か
し
、
在
中
の
師
に
関
し
て
は
応
挙
の
他
に
鶴

澤
派
の
石
田
幽
汀
（
一
七
二
一
―
一
七
八
六
）
と
す
る
説
も
存
在
す
る22

。
こ
ち
ら
の
説
が
強

調
さ
れ
、
応
挙
と
は
幽
汀
門
下
の
間
柄
で
一
時
兄
弟
子
の
応
挙
に
つ
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
現
在
で
は
幽
汀
説
、
応
挙
説
、
幽
汀
と
応
挙
の
折
衷
説
の
三
つ
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
の
新
出
資
料
④
に
は
「
三
尺
屏
風
唐
紙　

白
張　

五
雙
／
月
渓　

山
本　

在
中　

芦
雪　

右
近
」
と
、
三
尺
屏
風
五
雙
の
絵
師
の
一
人
に
在
中
の
名
前
が
あ
り
、
そ
の
上
呉
春
、

山
本
守
礼
（
一
七
五
一
―
一
七
九
〇
）、
芦
雪
、
応
瑞
を
指
す
右
近
と
共
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

さ
ら
に
は
「
二
枚
折　

社
中　

寄
合　

画
／
□
田　

應
擧　

二
人
瑞　

芦
雪　

月
渓
／
雪
亭　

守
禮　

源
琦　

在
中　

中
村
」
と
、
応
挙
も
筆
を
執
っ
た
円
山
派
社
中
寄
合
画
に
在
中
が
主

要
な
弟
子
た
ち
に
交
じ
っ
て
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
在
中
が
円
山
派
社
中
の
一
人
で
あ
っ

た
と
い
う
確
実
な
証
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
資
料
③
自
体
の
書
か
れ
た
時
期
は
分
か

ら
ず
、
大
乗
寺
に
よ
る
注
文
時
の
記
録
か
、
後
の
所
蔵
作
品
に
関
す
る
記
録
の
可
能
性
も
あ

る
が
、い
ず
れ
に
せ
よ
、在
中
の
名
前
が
社
中
寄
合
画
の
記
録
に
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

岸
駒
と
在
中
が
社
同
門
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
先
述
の
『
古
画
備
考
』
の
話
が
現
実
味
を
帯

び
は
じ
め
る
。
本
当
に
こ
の
喧
嘩
は
起
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

他
に
も
記
録
の
上
で
は
あ
ま
り
確
認
さ
れ
て
い
な
い
弟
子
の
名
前
も
新
出
資
料
に
は
散
見

す
る
が
、
新
出
の
名
前
で
あ
る
「
鶴
皐
」
に
だ
け
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
資
料
②
に
登
場

す
る
「
鶴
皐
」
と
い
う
絵
師
は
、
管
見
の
限
り
で
は
円
山
派
の
弟
子
の
中
に
は
お
ら
ず
、
同

じ
名
を
持
つ
同
時
代
で
高
名
な
人
物
と
し
て
は
世
古
鶴
皐
（
？
―
一
八
一
三
―
？
）
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
世
古
鶴
皐
は
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十
月
版
の
『
平

安
人
物
志
』
に
掲
載
さ
れ
、
常
栖
寺
の
襖
絵
に
「
蛇
足
画
苗
」「
蛇
足
翁
十
一
世
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
曽
我
蛇
足
へ
の
憧
れ
や
蛇
足
十
世
を
名
乗
る
蕭
白
の
受
容
が
看
取
で
き
る23

。
絵
画

様
式
か
ら
も
、
円
山
派
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
今
後
の
研
究
に
期

待
し
た
い
。
な
お
、
岡
田
秀
之
氏
か
ら
は
、
応
挙
の
有
力
な
弟
子
で
あ
る
山
跡
鶴
嶺
（
生
没

年
未
詳
）
の
子
や
門
人
と
い
っ
た
鶴
嶺
周
縁
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
ご
示
唆
い
た

だ
い
た24

。
嶺
と
皐
と
い
う
対
に
な
っ
た
よ
う
な
字
義
だ
け
を
み
て
も
、
そ
の
可
能
性
の
方
が

高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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四
、
和
田
久
左
衛
門
か
ら
大
乗
寺
へ
の
手
紙

本
章
で
は
、
経
典
か
ら
発
見
さ
れ
た
新
出
資
料
④
・
書
状
一
通
の
解
釈
と
差
出
人
で
あ
る

和
田
久
左
衛
門
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
和
田
久
左
衛
門
を
主
語
に
お
い
て
④
の
書
状
の
内

容
を
箇
条
書
き
で
か
い
つ
ま
ん
で
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

•	

十
四
日
（
書
状
の
日
付
と
同
じ
十
月
か
）
に
書
状
が
届
き
読
ん
だ
こ
と
。

•	

体
調
が
万
全
に
な
っ
た
の
で
安
心
し
て
ほ
し
い
こ
と
。

•	

廣
岡
氏
が
高
野
山
へ
の
登
山
を
と
ど
ま
っ
た
の
で
、
旅
宿
石
川
屋
ま
で
尋
ね
た
が
、
未

だ
に
便
り
が
な
い
こ
と
。

•	

円
山
兄
弟
が
彦
根
に
御
画
用
が
あ
り
逗
留
中
で
あ
る
の
を
承
知
し
て
い
る
こ
と
。

•	

（
大
乗
寺
か
ら
）
銀
李
一
袋
、海
苔
一
袋
を
送
ら
れ
、い
つ
も
な
が
ら
の
こ
と
で
感
謝
し
、

早
速
い
た
だ
い
た
こ
と
。

•	

廣
岡
氏
に
も
伝
言
を
送
っ
て
ほ
し
い
こ
と
。

と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
状
一
通
で
は
内
容
の
全
貌
を
推
し
量
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
円
山
兄
弟
は
お
そ
ら
く
応
瑞
、
応
受
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

彦
根
に
御
画
用
と
あ
る
の
が
具
体
的
に
誰
の
注
文
か
、
あ
る
い
は
何
の
作
品
を
指
す
の
か
、

も
し
く
は
画
技
の
伝
授
等
の
仕
事
な
の
か
は
こ
こ
か
ら
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
逗
留
が
必

要
な
程
度
で
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
銀
李
と
い
う
単
語
は
耳
慣
れ
ず
銀
杏
の
誤
記
で
あ
る
可

能
性
も
あ
る
が
、
賞
味
と
あ
る
た
め
、
食
物
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
廣
岡
氏
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。
こ
の
書
状
の
差
出
人
の
和
田
久
左
衛
門
は
大
乗
寺
と
頻
繁
に
書
状
や
贈
り

物
を
届
け
あ
う
仲
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
人
物
は
一
体
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
そ
の

候
補
の
一
人
と
し
て
、
大
坂
の
豪
商
・
和
田
隆
侯
（
一
七
四
八
―
一
八
〇
三
）
を
挙
げ
て
お

き
た
い
。
和
田
家
は
代
々
辰
巳
屋
久
左
衛
門
を
名
乗
り
、
鴻
池
善
右
衛
門
や
住
友
吉
左
衛
門

に
並
ぶ
財
力
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
辰
巳
屋
は
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
の
題
材
に
も
な
っ
た
「
辰

巳
屋
一
件
」
と
い
う
役
人
を
も
巻
き
込
ん
だ
御
家
騒
動
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る25

。
そ
し
て
、

円
山
派
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
木
村
重
圭
氏
が
応
挙
門
下
の
上
田
耕
夫
（
一
七
六
〇
―

一
八
三
二
）
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
隆
侯
を
紹
介
さ
れ
て
い
る26

。
上
田
耕
夫
は
現
在
で
は
あ
ま

り
名
の
知
ら
れ
た
絵
師
で
は
な
い
が
、
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
―
一
八
〇
二
）
や
上
田
秋

成（
一
七
三
四
―
一
八
〇
九
）、村
瀬
栲
亭（
一
七
四
四
―
一
八
一
八
）に
皆
川
淇
園（
一
七
三
四

―
一
八
〇
七
）と
錚
々
た
る
人
物
た
ち
と
交
流
を
結
ん
で
い
た
。
耕
夫
は
文
政
五（
一
八
二
二
）

年
版
『
平
安
人
物
志
』
ま
で
は
少
な
く
と
も
京
都
に
お
り
、
後
年
大
坂
に
居
を
移
す
が
、
隆

侯
の
没
年
を
考
え
る
と
大
坂
だ
け
で
な
く
京
都
で
の
交
流
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

年
代
が
明
確
な
交
流
と
し
て
、
応
挙
と
も
交
遊
の
あ
る
皆
川
淇
園
著
『
皆
川
淇
園
文
集
』
に

は
寛
政
六
年
正
月
に
隆
侯
が
耕
夫
に
谷
文
晁
筆
「
公
余
深
勝
図
巻
」（
寛
政
五
年
、
東
京
国
立

博
物
館
蔵
）
を
模
写
さ
せ
た
こ
と
、寛
政
七
年
四
月
に
は
隆
侯
が
耕
夫
を
従
え
て
金
沢
に
行
き
、

「
海
浜
奇
勝
図
」
を
描
か
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る27

。
こ
の
年
代
な
ら
ば
応
挙
は
ま
だ
存
命

で
あ
り
、
大
乗
寺
の
寛
政
期
の
襖
絵
制
作
も
行
わ
れ
て
い
る
。
耕
夫
と
親
密
な
関
係
を
も
っ

て
い
た
隆
侯
が
、
そ
の
師
で
あ
り
、
淇
園
と
も
共
通
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
応
挙
と
も
交
流

し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
代
の
こ
と
に
な
る
が
、
和
田
家
は
応

挙
と
縁
の
深
い
新
町
三
井
家
の
九
代
目
当
主
・
高
堅
（
一
八
六
七
―
一
九
四
五
）
の
弟
を
養

子
と
し
て
い
る28

。
隆
侯
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
財
力
、
京
都
で
の
交
流
や
耕
夫
と
の
関
係
を

踏
ま
え
る
と
、
大
乗
寺
へ
の
書
状
の
差
出
人
、
和
田
久
左
衛
門
が
こ
の
和
田
隆
侯
で
あ
る
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
書
状
に
登
場
す
る
廣
岡
氏
は
お
そ
ら
く

隆
侯
と
同
じ
大
坂
の
豪
商
、
加
島
屋
の
広
岡
久
右
衛
門
の
可
能
性
が
あ
る
。
大
乗
寺
と
の
交

際
に
関
し
て
も
、『
大
乗
寺
歴
代
記
備
忘
』
で
は
密
英
上
人
が
再
建
事
業
の
性
質
上
京
都
へ
行

く
際
は
諸
方
面
と
交
際
を
行
っ
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
彼
等
が
大
乗
寺
へ
援
助
を
行
っ

て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、調
査
報
告
後
、大
乗
寺
・
副
住
職
・
山
岨
眞
應
氏
か
ら
「
浪

花
タ
ツ
ミ
ヤ
ヨ
リ
到
来
器
／
寛
政
三
辛
亥
九
月
十
七
□
日
／
京
都
圓
山
應
擧
ヨ
リ
／
亀
居
山

密
英
心
城
被
／
恵
之
」
と
箱
書
に
記
さ
れ
た
玉
盃
の
存
在
を
ご
教
示
頂
い
た
。
こ
の
三
人
の

交
流
を
確
か
な
も
の
と
す
る
重
要
な
傍
証
で
あ
る
。

応
挙
と
大
坂
商
人
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
安
岡
重
明
氏
が
先
に
名
を
挙
げ
た
鴻
池

家
に
よ
る
応
挙
作
品
の
購
入
を
指
摘
し
て
い
る29

。
安
岡
氏
は
鴻
池
家
の
「
算
用
帳
」
支
出
科

目
に
応
挙
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
の
、
記
さ
れ
は
じ
め
る

時
期
が
応
挙
の
死
後
年
数
を
経
て
か
ら
で
あ
り
、
親
し
い
交
際
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
円
山
家
へ
の
援
助
者
の
研
究
と
し
て
は
、
今
ま
で
寺
社
や
皇
族
公
家
、
三
井
家
が

そ
の
位
置
を
大
き
く
占
め
て
い
た
。
蒹
葭
堂
を
は
じ
め
と
す
る
大
坂
の
文
化
人
と
応
挙
の
交

流
や
今
回
の
推
察
を
鑑
み
る
と
、
大
坂
の
豪
商
た
ち
と
の
関
係
も
こ
れ
か
ら
の
研
究
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う30

。

結
び
に
か
え
て

以
上
、
翻
刻
し
た
新
出
資
料
を
め
ぐ
っ
て
筆
者
に
可
能
な
範
囲
で
考
察
を
加
え
た
が
、
こ

ぼ
れ
落
ち
た
も
の
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
読
み
取
る
べ
き
こ
と
は
未
だ
に
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
資
料
の
筆
者
の
同
定
な
ど
、
考
察
の
内
容
自
体
も
万
全
と
は
言
い
が
た
い
が
、

大
乗
寺
研
究
並
び
に
円
山
派
研
究
の
さ
さ
や
か
な
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
断

片
資
料
で
本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
新
出
資
料
⑩
は
資
料
②
に
あ
る
よ

う
な
「
飯
糧
」
が
実
際
に
応
挙
に
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、新
出
資
料
⑪
は
「
圓
山
主
水
」

か
ら
の
書
状
の
包
み
紙
と
思
わ
れ
る
た
め
、
翻
刻
を
施
し
た
。

最
後
に
、
吉
川
家
に
伝
わ
る
応
瑞
筆
「
応
挙
寿
像
」
の
図
の
紹
介
を
も
っ
て
、
本
稿
を
締

め
く
く
る
こ
と
と
す
る
。
吉
川
家
は
か
ね
て
か
ら
円
山
派
の
大
乗
寺
障
壁
画
に
つ
い
て
の
文
書

を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
本
図
の
箱
裏
に
「
維
旹
大
正
元
年
八
月
」
と
あ

る
点
や
、
画
絹
の
損
傷
度
合
い
か
ら
み
て
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
に
軸
装
に
仕
立
て
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
「
ま
く
り
」
の
状
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在

応
挙
の
肖
像
画
と
し
て
は
、
有
名
な
も
の
で
山
跡
鶴
嶺
に
よ
る
も
の
、「
近
世
名
家
肖
像
図
巻
」

に
載
る
伝
谷
文
晁
筆
の
も
の
、
張
月
樵
筆
の
大
雅
、
蕪
村
と
並
ぶ
三
幅
対
の
う
ち
一
幅
等
が

数
え
ら
れ
る
。
本
図
の
画
面
を
み
る
と
、「
源
應
擧
壽
像
」「
督
子
應
瑞
」
と
あ
る
。
印
も
な
く
、

墨
書
の
筆
跡
も
応
瑞
に
よ
る
も
の
だ
と
は
断
定
し
か
ね
る
。
た
だ
、
箱
表
に
は
「
應
擧
壽
像　

應
瑞
筆
」
と
あ
り
、
薄
い
朱
隈
の
使
用
な
ど
、
応
挙
筆
の
肖
像
画
と
一
致
す
る
描
法
が
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
絵
画
自
体
は
応
瑞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い31

。
ま
た
、

応
挙
が
裃
に
帯
刀
姿
で
表
さ
れ
、扇
子
を
膝
前
に
置
く
か
し
こ
ま
っ
た
態
勢
で
い
る
こ
と
、「
源

應
擧
寿
像
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
本
図
は
応
挙
の
慶
事
の
際
に
配
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
慶
事
で
あ
れ
ば
応
挙
の
寿
像
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
鶴
嶺
筆
の
肖
像

画
と
比
べ
る
と
、
顔
貌
表
現
が
よ
り
写
実
的
に
な
っ
て
い
る
。
裃
の
家
紋
が
鶴
嶺
筆
は
「
五
七

桐
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
応
瑞
筆
は
「
丸
に
立
ち
沢
瀉
」
と
異
な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
が
、

両
者
と
も
珍
し
い
家
紋
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
違
い
に
直
ち
に
意
味
を
求
め
る
こ
と
は
難
し

い32

。
ま
た
、
刀
の
数
が
減
っ
て
脇
に
置
く
左
右
も
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
画
面
の
現
状

を
記
す
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
れ
ま
で
紹
介
の
な
か
っ
た
本
図
の
よ
う
に
、
応
挙
や
そ
の
一
門

に
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
顔
が
い
く
つ
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

［
附
記
］

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
大
乗
寺
副
住
職
・
山
岨
眞
應
氏
、
吉
川
正
人
氏
、
香
美
町

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
・
石
松
崇
氏
か
ら
多
く
の
ご
高
配
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
嵯

峨
嵐
山
文
華
館
学
芸
課
長
・
岡
田
秀
之
氏
に
は
解
題
に
つ
い
て
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
・

横
谷
賢
一
郎
氏
に
は
上
田
耕
夫
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
翻
刻
に
際
し
て
は
共

に
今
回
の
調
査
を
行
っ
た
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
・
石
橋
知
之
氏
を
は
じ
め
と
す

る
神
戸
大
学
日
本
史
学
研
究
室
の
皆
様
に
ご
協
力
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
東
京
大
学
大
学

院
・
竹
崎
宏
基
氏
に
多
く
の
ご
助
言
、
ご
助
力
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
記
し
皆
様
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

本
稿
は
平
成
三
十
年
度
香
美
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
大
乗
寺
文
化
財
悉
皆
調
査
の
成
果
の

一
部
で
あ
り
、
神
戸
大
学
美
術
史
学
研
究
室
『
美
術
史
論
集
』
第
十
九
号
掲
載
分
に
修
正
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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注1　

	
河
野
元
昭
「
大
乗
寺
圓
山
派
関
係
文
書
」『
國
華
』
第
九
四
五
号
、
七
四
―
八
〇
頁
、
一
九
七
二
年
。

2　

	

佐
々
木
丞
平
「
圓
山
応
挙
と
大
乗
寺—

新
出
文
書
を
手
が
か
り
と
し
て—

」『
國
華
』
第
一
二
〇
五

号
、
三
―
十
八
頁
、
一
九
九
六
年
。

3　

	

註
二
前
掲
佐
々
木
論
文
。

4　

	

木
下
知
威
「
亀
居
山
大
乗
寺
客
殿
の
天
明
・
寛
政
期
に
お
け
る
再
建
と
修
繕
過
程
に
関
す
る
研
究　

障
壁
画
注
文
及
び
製
作
年
と
の
関
連
性
も
含
め
て
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
六
七
二

号
、
四
二
七
―
四
三
六
頁
。

5　

	

註
二
前
掲
佐
々
木
論
文
。

6　

	

註
一
前
掲
河
野
論
文
。

7　

	

註
四
前
掲
木
下
論
文
。

8　

	

「
但
し
こ
れ
現
存
の
部
分
に
し
て
、
上
人
建
立
當
時
は
更
に
五
分
の
一
を
加
ふ
、
即
ち
現
今
の
竹

の
間
面
蔵
を
取
り
入
れ
て
更
に
東
に
六
間
に
六
間
の
突
出
部
あ
り
其
中
に
廿雪

五ノ
間畳

平
間
七
畳
半
上

段
、
付
の
書
院
、
一
間
を
始
め
寝牡

丹
間蔵

十
二
畳
、
奥竹

寝ノ
間蔵

十
畳
、（
内
一
坪
仏
間
）、
料
理
間
、
廊
下
、

等
あ
り
応
挙
筆
、竹
の
間
、全
牡
丹
間
、全
雪
の
間
、と
呼
び
た
る
な
り
。」（『
大
乗
寺
歴
代
記
備
忘
』

の
密
英
上
人
の
項
よ
り
抜
粋
）

9　

	

新
出
資
料
②
に
あ
た
っ
て
は
竹
崎
宏
基
氏
に
本
資
料
の
重
要
性
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

10　

	

孔
雀
の
間
の
焼
失
に
つ
い
て
は
註
二
佐
々
木
前
掲
論
文
、
佐
々
木
丞
平
、
佐
々
木
正
子
『
圓
山
應

擧
研
究
』（
一
九
九
六
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
を
参
照
し
た
。

1111　

	

註
一
河
野
前
掲
論
文
よ
り
（
五
）
覚
。

1212　

	

註
一
河
野
前
掲
論
文
、
註
二
佐
々
木
前
掲
論
文
、
註
十
佐
々
木
前
掲
書
。

1313　

	

河
野
氏
、
木
村
氏
ら
に
よ
る
と
源
正
勤
は
奥
文
鳴
（
一
七
七
三
―
一
八
一
三
）
で
あ
る
。
今
回
の

新
出
資
料
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
狭
め
ら
れ
る
「
帰
去
来
図
」「
子
猷
訪
戴
図
」
の
制
作
年
代
の
幅

は
、
寛
政
期
の
御
所
造
営
の
時
期
と
一
致
し
、
木
村
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、
文
鳴
は
常
御
殿
に
ま
っ

た
く
同
一
の
画
題
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
さ
ら
に
強
ま
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
河
野
元
昭
「
大
乗
寺
と
円
山
派
作
家
」〔
註
一
前
掲
雑
誌
、
三
―
十
一

頁
）
木
村
重
圭
「
奥
文
鳴
に
つ
い
て
」〔『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
六
号
、
禅
文
化
研
究
所
、

一
八
一
―
二
一
八
頁
、
二
〇
〇
二
年
〕）

14　

	

註
二
前
掲
佐
々
木
論
文
。

15　

	

新
出
資
料
④
に
は「
生
類　

艸
花　

山
水
／
人
物　

手
本　

□
比
ヵ
／
已
上　

擧
先
生
画
」と
あ
り
、

大
乗
寺
に
も
手
本
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
河
野
氏
、
佐
々
木
氏
が
紹
介
し
た
大
乗
寺

文
書
か
ら
画
法
伝
授
書
が
大
乗
寺
に
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
上
、『
大
乗
寺
歴
代
記

備
忘
』
に
は
「
密
英
上
人
は
自
ら
も
亦
繪
を
能
く
し
詞
漢
に
も
巧
み
な
り
」
と
あ
る
た
め
、
密
英

上
人
は
応
挙
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

16　

	

佐
々
木
丞
平「
円
山
応
挙
関
係
資
料　

植
松
家
蔵
品
を
中
心
に
し
て（
下
）」『
仏
教
芸
術
』第
八
〇
号
、

毎
日
新
聞
社
、
三
一
―
四
七
頁
、
一
九
七
一
年
。

1717　

	

可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
芭
蕉
の
間
襖
絵
も
応
挙
・
応
瑞
筆
「
果
賓
図
」
子
襖
の
よ
う
に
、
下
書

き
が
応
挙
で
彩
色
が
応
瑞
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
る
だ
ろ
う
。
河
野
氏
の
指
摘
す
る
吉
川
家
文
書

で
は
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
作
品
の
中
に
芭
蕉
の
間
襖
絵
も
登
場
す
る
。
文
書
中
の
応
挙
が
下
書
き

で
起
き
上
が
れ
な
く
な
り
、
応
瑞
が
代
わ
り
に
彩
色
を
施
し
た
と
い
う
一
文
は
、
彩
色
画
全
て
に

か
か
っ
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
註
十
三
河
野
前
掲
論
文
）。

18　

	

註
二
前
掲
佐
々
木
論
文
。

1919　

	

註
二
前
掲
佐
々
木
論
文
に
お
い
て
円
山
派
の
名
簿
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
人
名
に
線
が
引
か

れ
て
い
る
の
は
物
故
者
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（『
円
山
応
挙
展　

江
戸
時
代
絵
画　

真
の
実
力

者
』
展
覧
会
図
録
〔
愛
知
県
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
〕
よ
り
深
山
孝
彰
氏
の
解
説
）。

20　

	

佐
々
木
丞
平
「
岸
駒
の
生
涯
と
芸
術
」『
岸
派
と
そ
の
系
譜
―
岸
駒
か
ら
岸
竹
堂
へ
―
』
展
覧
会
図

録
（
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
、
一
九
九
六
年
）。

2121　

	

宮
島
新
一
「
画
流
の
形
成
と
継
承
―
円
山
・
四
条
派
と
原
・
岸
派
―
」（「
花
鳥
画
」『
日
本
屏
風
絵

集
成
』
第
八
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）

22　

	

原
在
中
に
関
し
て
は
、以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
松
尾
勝
彦「
原
在
中
研
究（
美
術
家
伝
研
究
）」

（『
美
術
史
』
第
三
二
号
、美
術
史
学
会
、一
二
一
―
一
二
七
頁
、一
九
八
三
年
）、佐
々
木
丞
平
編
「
文

化
・
文
政
期
」『
京
都
画
壇
の
十
九
世
紀
』
第
二
巻
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）
よ
り
冷
泉
為

人
氏
に
よ
る
原
在
中
の
解
説
、
中
谷
伸
生
「
建
仁
寺
護
国
院
開
山
堂
障
壁
画(

上)	:	

加
藤
文
麗
と

原
在
中(

平
成
十
五(

二
〇
〇
三)

年
度
建
仁
寺
護
国
院
の
建
築
及
び
障
壁
画
の
調
査
研
究
報
告)

」

（『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
十
号
、
関
西
大
学
、
一
四
九
―
一
五
〇
頁
、
二
〇
〇
四
年
）。

23　

	

世
古
鶴
皐
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
註
二
二
佐
々
木
編
前
掲
書
よ
り
鈴
木
幸
人

氏
に
よ
る
世
古
鶴
皐
の
解
説
、『
京
の
絵
師
は
百
花
繚
乱
』
展
覧
会
図
録
（
京
都
文
化
博
物
館
、

一
九
九
八
年
）
よ
り
横
谷
賢
一
郎
氏
に
よ
る
世
古
鶴
皐
の
解
説
。

24　

	

山
跡
鶴
嶺
に
関
し
て
は『
黒
川
古
文
化
研
究
所
・
研
究
図
録
シ
リ
ー
ズ
Ⅰ　

円
山
応
挙
の
門
人
た
ち
』
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展
覧
会
図
録
（
黒
川
古
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
し
た
。

25　

	
内
山
美
樹
子
「
辰
巳
屋
一
件
の
虚
像
と
実
像
―
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
・
銀
の
笄
・
女
の
舞
剣
紅

楓
を
め
ぐ
っ
て—

」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
九
号
、
早
稲
田
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
、
一
六
一
―
一
八
〇
頁
、
一
九
八
三
年
）。

26　

	

木
村
重
圭
「
上
田
耕
夫
に
つ
い
て
（
含　

上
田
耕
夫
年
譜
）」『
塵
界
』
第
十
六
号
、
兵
庫
県
立
歴

史
博
物
館
、
十
九
―
四
〇
頁
、
二
〇
〇
五
年
。
他
に
上
田
耕
夫
の
主
要
参
考
文
献
と
し
て
『
日
本

画
家　

上
田
耕
夫
・
耕
冲
・
耕
甫
』
展
覧
会
図
録
（
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
九
四
年
）、

中
谷
伸
生
「
上
田
耕
夫
―
呉
春
・
蕪
村
を
慕
っ
た
大
坂
の
四
条
派
―
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研

究
創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』、
二
六
一
―
二
七
三
頁
、
二
〇
〇
一
年
）、
安
道
永
、
藤
田
勝
也
、

西
澤
英
和
「9287	

近
世
京
都
絵
師
の
居
住
地
と
パ
ト
ロ
ン
の
関
係
性
に
つ
い
て(

都
市
史:

日
本

(2),

建
築
歴
史
・
意
匠)

」（『
学
術
講
演
梗
概
集.	F-2,	

建
築
歴
史
・
意
匠
』
一
般
社
団
法
人
日
本

建
築
学
会
、
五
七
三
―
五
七
四
頁
、
二
〇
一
一
年
）
等
を
参
照
し
た
。
な
お
、
上
田
耕
夫
の
師
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
木
村
氏
に
倣
い
円
山
門
下
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
強
い
連
帯
意

識
を
持
つ
弟
子
と
い
う
よ
り
か
は
、
応
挙
の
下
で
学
習
後
、
四
条
派
へ
と
傾
倒
し
て
い
っ
た
人
物

と
し
て
木
村
氏
、
中
谷
氏
ら
は
捉
え
て
い
る
。

27　
『
皆
川
淇
園
文
集
抄
』（
藤
田
経
世
著
『
校
刊
美
術
史
料
続
篇
』
第
四
巻
所
収
、
校
刊
美
術
史
料
続

篇
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
応
挙
と
淇
園
の
交
遊
の
一
例
と
し
て
、「
梅
渓

紀
行
」（
寛
政
元
年
、
個
人
蔵
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
挙
げ
た
他
に
も
『
淇
園
文
集
』
に
は
和

田
の
名
前
が
登
場
す
る
た
め
、
応
挙
と
和
田
久
左
衛
門
に
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
も
自
然
の
こ
と
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

28　

	

応
挙
と
三
井
家
新
町
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
樋
口
一
貴
「
新
出
の
円
山
応
挙
「
三
井
高
彌
像
」」

（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
二
号
、
三
井
文
庫
、
一
一
三
―
一
四
〇
頁
、
一
九
九
八
年
）
を
、
養
子

関
係
に
つ
い
て
は
文
明
社
『
大
阪
現
代
人
名
辞
書
』
第
一
巻
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三

年
復
刻
〔
底
本
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
〕）
の
和
田
久
左
衛
門
の
項
、
三
井
文
庫
編
『
三
井
家

文
化
人
名
録
』（
三
井
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
）
の
三
井
高
堅
の
項
を
参
照
し
た
。

29　

	

安
岡
重
明
「
円
山
応
挙
と
京
都
町
人
」（
註
二
一
前
掲
書
）。

30　

	

こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
余
談
に
な
る
が
、
木
村
氏
は
註
二
十
六
の
論
考
の
中
で
、
隆
侯
が
『
蒹
葭

堂
日
記
』
に
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
、
二
人
の
間
に
交
流
が
な
か
っ
た
の
か
と
疑
問
を
付
し
て

い
る
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
一
つ
興
味
深
い
説
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
先
述
し
た
元
文
四
、五
年

（
一
七
三
九
、四
〇
）「
辰
巳
屋
一
件
」
の
あ
ら
す
じ
を
簡
略
に
の
べ
る
と
、
先
代
久
左
衛
門
に
先

立
た
れ
た
辰
巳
屋
は
、
先
代
の
弟
で
他
家
に
出
さ
れ
た
木
津
屋
吉
兵
衛
に
家
を
乗
っ
取
ら
れ
、
先

代
の
後
を
継
ぐ
は
ず
だ
っ
た
ま
だ
若
い
養
子
は
実
家
に
帰
っ
て
し
ま
う
。
手
代
た
ち
が
こ
れ
を
役

人
に
訴
え
る
が
、
役
人
は
吉
兵
衛
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
か
え
っ
て
手
代
の
一
人
を
捕

ま
え
る
。
堪
り
か
ね
た
店
子
は
江
戸
に
訴
え
、
役
人
は
死
罪
な
ど
の
罰
を
受
け
、
吉
兵
衛
は
流
罪

と
な
る
。
こ
の
吉
兵
衛
の
娘
が
、
木
村
蒹
葭
堂
と
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
三
好
正
慶
（
一
七
二
九

―
一
八
〇
六
）
で
あ
る
と
い
う
一
説
が
あ
る
の
だ
。
あ
ま
り
信
憑
性
は
高
く
な
い
が
、
そ
う
だ
と

し
た
ら
、
正
慶
は
辰
巳
屋
に
と
っ
て
天
敵
の
娘
で
あ
り
、
蒹
葭
堂
と
辰
巳
屋
と
の
交
流
が
見
受
け

ら
れ
な
い
の
も
肯
け
る
（
林
春
隆
「
蒹
葭
堂
と
正
慶
尼
」〔『
上
方
』
創
元
社
、
三
二
―
三
三
頁
、

一
九
四
三
年
）、
中
村
真
一
郎
『
木
村
蒹
葭
堂
の
サ
ロ
ン
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。

31　

	

応
挙
の
肖
像
画
に
使
用
さ
れ
て
い
る
描
法
に
つ
い
て
は
註
二
十
八
前
掲
樋
口
論
文
を
参
考
に
し
た
。

32　

	

家
紋
に
つ
い
て
高
澤
等
『
家
紋
の
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
『
名
字
か
ら
引
く

家
紋
の
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
考
に
し
た
。
後
者
の
文
献
で
は
、
円
山
、
丸

山
の
項
目
に
「
丸
に
立
ち
沢
瀉
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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○
六
十
目　
　

芦
雪

　
　
　
　
　

四
季
海
邊
猿

　

同
十
五
枚
之
□

（
破
損
）　

□

（
破
損
）　

艸
花

［
下
段
］

　
　

四
季
艸
花　

大
玄
関
見
附

　
　

或
ハ　

唐
耕
作　
　

七
ツ
ホ

白
張
衝
立
両
面
人
物
叩
氷
煑
茶

　
　

六　
　

文

○
同
■
（
重
書
き
・
七
ヵ
）
十
三
目　
　

源
琦
々
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
ツ
ホ
半　
　

池

但
シ
七
十
目
歟　
　
　
　
　
　
　
　

老
梅
○
鴛
鴦
間

　
　
　

五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
院
間

○
同
百
○
目　
　
　
　
　

芦
雪

　

七
ツ
ホ
半　

四
季
海
邊
猿

○
同　

弐
十
目　
　
　

蘭
斉
々
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　

衝
立
両
面

○
同
三
十
目　
　
　

鶴
皐
々
々

　

白
張
二
枚
折
一
双

○
同
三
十
目　
　
　

正
勤
々
々

　

同
四
十
目　
　
　

応
瑞
々
々

　

金
張
二
枚
折　

一
双

　

色
芍
薬
睡
猫　

梢
蝉

□
籠

　

〆　

七
百
三
十
九
匁

新
出
の
「
大
乗
寺
文
書
」
翻
刻

①口
上
之
覺

一　

去
年
秋
拙
寺
再
建
之
儀

願
之
通
被　

仰
附
候
就
夫

於
持
林
之
内
松
木
五
拾
本
従

来
申
正
月
同
十
二
月
迄
ニ

伐
取
申
度
是
亦
願
之
通
リ

被　

仰
附
可
被
下
候
已
上

　
　
　

美
含
郡
森
村
大
乗
寺
看
主

天
明
七
年
丁
未
十
二
月　
　

心
城
房

　
　

寺
社

　
　
　
　

御
奉
行
處

②已
下
画
牋
帋
代
銀

○
百
目　
　
　

次
ノ
間　
　
　

画
牋
紙
代

　
　
　
　
　
　

佛
前
間

　

玉
臺
方
二
而
焼
失
之
由
承
之

　

候
故
各
為
料
今
般
指
上
之
候

画
牋
紙
弐
十
枚
代

○
四
十
四
匁　

学
文
所

　
　

四
季
墨
画
竹　

画
牋
紙
十
三
枚
代

　
　
　

六
文

○
三
十
目　

源
琦

　
　
　
　
　

老
梅
鴛
鴦
ノ
間

　

同
九
枚
分
之
■
（
重
書
き
・
紙
ヵ
）
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［
ウ
ラ
］

金
屏　
　

四
双

　

先
生　

御
画
室
為

飯
糧　
　
　
　
　
　

○
墨
画
昼
夜
梅
小
鳥　

一
双

　
　

百
五
十
目

○
中
彩
色
虎　
　
　
　

一
双

　
　

百
八
十
匁

　
　
　
　

幽
望

○
墨
絵
早
春
山
水　
　

一
双

　
　
　

秋
眺
望

　
　

弐
百
目

○
九
鶴
中
彩
色　
　
　

一
双

　
　

弐
百
十
五
匁

③新
調　

襖
衝
立

　
　
　

二
枚
折
屏
風

　

附
画
牋
紙
代
銀

　
　
　
　
　
　

先
生
画
料

○
銀
五
枚　
　

孔
雀
間

　

弐
百
十
五
匁

　
　
　
　
　
　

先
生
々
々

○
同
弐
枚　
　

緑
筠
亭

　
　

四
季
墨
画　

竹　

常
学
問
所

　

八
十
三
匁　
　
　
　
（
上
か
ら
「
文
」）

　
　
　
　
　
　

先
生
々
々

○
衝
銀
三
十
目　

𢈘
衝
立

（
上
か
ら
同
）　　
　
　
　
　
　
　

一
面

○
同　

三
十
目　
　

應
瑞
々
々

　
　
　

衝
立
一
面　

鶏
一
番
ひ

○
同　

百
弐
目　
　

月
渓
ヽ
ヽ

［
下
段
］

○
五
十
六
匁　

月
（
以
下
破
損
）

　
　
　
　

四
季
（
以
下
破
損
）

　
　
　

或
ハ
唐
耕
作
□

同
十
四
枚
分

十
六
匁

○
八
匁　
　
　

鶴
皐
々
々

白
張
二
枚
折
画
ノ
紙
四
枚
代

○
十
六
匁　
　
　
　

正
勤

同
二
枚
折
一
双
分
四
枚
代

○
十
六
匁　
　
　
　

應
瑞

金
張
二
枚
折
四
枚
画
牋
紙
四
枚

（
上
か
ら
「
一
双
」）　　
　

代

○
十
六
匁　
　
　
　
　

蘭
斉　

白
張
二
枚
折
一
双
四
枚
代
四　

四

〆
画
牋
紙
代　
　
　

三
百
三
十
八
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
匁

○
外
八
百
目　
　
　

銀
壱
貫
八
百
目

襖
引
手
代　
　

外
ニ
金
屏



93

　

并
釘
隠
入
銀　
　

四
双
二
枚
折
一
双

　
　
　
　
　
　
　
　

衝
立
両
面

三
口
分
壱
貫
八
百
九
十
九
匁

④一　

大
唐
帋　

棚　
　
　
　
　
　
　

一　

金
張
二
枚
折
屏
風

一　

金
屏　

二
雙　
　
　
　
　
　
　

一　

唐
紙
屏
風　

二
雙

　
　
　

内
虎
出
来　

圓
山
在
蔵　
　

一　

三
尺
金
屏　

二
雙

一　

高
師
御
影　

一
幅　
　
　
　
　

一　

十
界
図　
　
　

一
幅

一　

𢈘
野
図
意　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ　

大
床
物

つ
ゐ
立　
　

一
面　
　
　
　
　
　

□　

先
□
浴
湯
之
席

大
玄
関　

裏　

月
渓　
　
　
　

一　

内
佛
間　
　
　
　
　

張
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唐
紙
張
附　

一
面
蓮
華

一　

生
類　

艸
花
鳥　

山
水　
　
　
　

一　

十
二
支

　
　

人
物　

手
本　

□
比
ヵ

　
　
　
　
　

已
上　

擧
先
生
画

　
　

孔
雀

一　

つ
ゐ
立　

裏
表　
　

瑞
子
画

一　

同
鶏　
　

同
断　
　

禮
子
画

　

書
院
間

一
が
く　

天
井　

板　
　
　
　
　

圓
山
社
中
寄
合
写

　

佛
間　

か
く
天
井　

板　
　
　

駒
井
浴
湯

　

客
殿　

障
子
腰
板　
　
　

一　

玄
関
杉
戸　

十
二
面

一
玄
関
左
椽
二
枚
杉
戸　
　

一　

書
院
堺
椽
杉
戸

一
内
玄
関
杉
戸　

四
面　
　

一　

二
階
襖
十
二
枚　

二
間
四
枚
折
／
四
枚
両
面
／
四
面
押
込

／
ウ
ラ
ナ
シ

　
　
　
　
　

関　
　
　
　
　

間

但
シ
大
玄　

家
内
玄
関
椽　

杉
戸
二
枚

一
三
尺
屏
風
唐
紙　

白
張　
　

五
雙

　

月
渓　

山
本　

在
中　

芦
雪　

右
近

一
長
高
ヵ
唐
紙
屏
風　
　
　
　
　
　

一
雙　

嶋
田

　

飲
中
八
仙
人　

二
枚
ヵ

一
二
枚
折　

社
中　

寄
合　

画

　

□
田　

應
擧　
　
　

応
瑞　

芦
雪　

月
渓

雪
亭　
　

守
禮　
　

源
琦　

在
中　
　

中
村

⑤十
四
日
御
紙
面
相
達
拝
見
寒
冷

之
節
弥
御
壮
健
被
成
御
座
候
珍
重

御
儀
奉
存
候
私
義
毎
々
御
尋
被
下

忝
奉
存
候
最
早
全
快
仕
候
間
御
安
慮

可
被
下
候
然
者
先
達
而
高
野

御
登
山
之
由
御
停
御
御
座
候
故
此
間

廣
岡
氏
出
会
之
節
御
旅
宿
石
川
屋
迄

御
尋
申
上
候
得
共
末
御
便
無
之
由

申
居
候
圓
山
兄
弟
彦
根
御
画

用
彼
地
逗
留
之
由
先
達
而
よ
り

承
居
候
且
被
寄
思
召
銀
李
一
袋

海
苔
一
袋
御
投
恵
毎
事
御
懇

之
至
千
万
忝
早
速
賞
味
可
仕
候

廣
岡
氏
へ
も
御
伝
言
之
趣
早
速

相
達
可
被
下
候
先
者
貴
答
迄
如
此
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御
座
候
尚
期
後
音
候
以
上

十
月
十
七
日　
　
　

和
田
久
左
衛
門

大
乗
寺
様

⑪昆
布

上飯
糧
一
器　
　
　

心
城
拝

應
舉　

様

⑫但
馬
森

大
乗
寺
様

　
　

急
用
書　
　

圓
山
主
水

　
　

茶
三
袋
□
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